
血液-211
           
CD20陽性の濾胞性リンパ腫
G(ガザイバ)-CHOP療法

※ ガザイバ：計8コース（7,8コースはday1にガザイバのみ投与）

生食  210mL

5-HT3受容体拮抗薬 + 生食100mL

mg

・同日にCHOPを投与する場合：CHOPのプレドニゾロン100mgを分1で投与

Infusion reactionが認められなかった場合には、患者の状態を観察しながら投与速度を下表のように変更することができる。
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ドキソルビシン　： 50mg/㎡

　なおﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝはinfusion reactionの軽減に有効でないため前投薬に使用しない。(ｶﾞｻﾞｲﾊﾞ適正使用ｶﾞｲﾄﾞより)

患者の状態に応じて、
ガザイバとCHOPを別
日に投与することも可
能とする

③
オンコビン  ：1.4mg/㎡

内服

5％ブドウ糖液　100mL

max 2mg/body

※)ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ：100mg/body

Day1

生食　50mL

④ 30分

Day1

 Day1-5 ―

mg

催吐リスク

30分

ｶﾞｻﾞｲﾊﾞ
投与速度

参照
①

プレメディ

mg

備考

投与プロトコール 　1コース 21日間
  　※コース数は下記参照※

時間

②
生食　500mL

2時間Day1

1時間前

1コース目
Day1,8,15

2コース目以降
Day1

エンドキサン  ： 750mg/㎡

-生食

1コース目
Day8以降

投与量
 《開始時基準　PS：0～2　年齢：18歳以上》

500mL

投与

抗ヒスタミン薬 +解熱鎮痛剤

ルートKeep

※）プレドニゾロン100mg＋抗ヒスタミン薬＋解熱鎮痛剤

高度

※ CHOP：計6コース

放射線併用なし

投与日

ガザイバ：1000mg/body

1コース目day1

30分前

※)1コース目day1は、
ガザイバ投与１時間前
にCHOPのﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ
100mgを分1での内服
を必須とする

◆ガザイバ投与速度

・同日にCHOPを投与しない場合：副腎皮質ﾎﾙﾓﾝ剤(ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ100mg or ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ20mg or  ｿﾙ・ﾒﾄﾞﾛｰﾙ80mg)を投与。

プレメディ/内服

mg

mg

※ガザイバ初回投与時は、1時間前に副腎皮質ホルモン剤、解熱鎮痛剤、抗ヒスタミン薬の投与を必須とする

15分

Day1
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